
 

 

 

 

 

平成２７年６月２２日 

近 畿 総 合 通 信 局 

    

「「「「Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業」」」」に係るに係るに係るに係る    

委託委託委託委託先先先先候補の候補の候補の候補の決定決定決定決定    

 

総務省は、平成２６年度補正予算「Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業」

に係る提案の公募を受け、外部有識者による評価を踏まえ、委託先候補を決定しました

ので、お知らせします。 

近畿総合通信局（局長：奥 英之（おく ひでゆき））管内では、奈良県立医科大学

及び立命館大学を代表提案者とする２件を委託先候補として決定しています。 

 

１ 事業の概要 

安全で災害に強い社会を実現するため、「Ｇ空間防災システム（※１）」の成果を発

展させ、「Ｌアラート（※２）」の機能を高めるためのシステムの開発及びＬアラート

活用のための防災業務支援システムの開発を目的とした実証等以下の事業を、総務省

の委託事業として実施するものです。 

 

（１）Ｇ空間情報を活用したＬアラート高度化事業 

「Ｇ空間防災システム」の成果を発展させ、「Ｌアラート」の機能を高めるため

のシステムの開発及びＬアラート活用のための防災業務支援システムの開発を目

的とする事業。 

ア Ｌアラートの機能を高めるためのシステムの開発に資する実証事業 

イ Ｌアラート活用のための防災業務支援システムの開発に資する実証事業 

 

（２）防災クラウド情報システムの標準策定事業 

災害対応業務の標準化に対応し、都道府県と市町村で災害関連情報 を連携する

ことができるクラウド型の防災情報システムの標準策定を目指す事業。 

 

（※１）平成 25 年度補正予算「Ｇ空間シティ構築事業」の成果である、地震・津波等による広域災害や緊急

性を要する大規模災害に対して、準天頂衛星等を活用して構築する先端的な防災システム。 

（※２）自治体等が発する地域（ローカル）の災害情報を集約し、テレビやネット等の多様なメディアを通し

て一括配信する共通基盤（災害情報共有システム）。 

 

２ 決定内容 

    平成２７年３月３０日（月）から同年４月２８日（火）まで公募を行ったところ、

２６件の提案がありました。今般、別紙１の構成員から構成される「Ｇ空間防災シス

テムとＬアラートの連携推進事業の評価等に関する会合」における評価を踏まえ、全

国で１０件を委託先候補として決定しました。 



  近畿管内では、以下の２件が委託先候補として決定されました。 

 

（１）Ｇ空間情報を活用したＬアラート高度化事業 

【ア Ｌアラートの機能を高めるためのシステムの開発に資する実証事業】 

代表提案者 事業名 実施地域 事業概要 

奈良県立 

医科大学 

奈良県における住民及び旅行者

を対象としたＬアラート情報伝

達に関する実証事業 

奈良県内市町村 

 

別紙２の 

とおり 

 

【イ Ｌアラート活用のための防災業務支援システムの開発に資する実証事業】 

代表提案者 事業名 実施地域 事業概要 

立命館大学 

Ｇ空間地下街防災システムの高

度化・実証と普及・展開 

大阪府大阪市 

東京都 

愛知県名古屋市 

 

別紙３の 

とおり 

 

 

＜関連報道発表＞ 

 ・「Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業」に係る委託先候補の決定 

（平成 27 年 6 月 22 日総務省報道発表） 

  http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000089.html 

 ・「Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業」に係る提案の公募 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000082.html 

・Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/local_support/95151.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：情報通信部  情報通信振興課 

（担当：松山、長野） 

電 話：０６－６９４２－８５２０ 



別紙１ 

Ｇ空間防災システムとＬアラートの連携推進事業の評価等に関する会合 構成員名簿 

 

（敬称略、五十音順）   

氏 名 所 属 ・ 役 職 

音  好宏 上智大学文学部新聞学科長・教授 

柴崎 亮介 東京大学空間情報科学研究センター教授 

須藤  修 東京大学大学院情報学環教授 

田中  淳 東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター長・教授 

 

 



提 案 者 
奈良県立医科大学，奈良県，近鉄ケーブルネットワーク，こまどりケーブル，ラジオ関西，メイテツ
コム 

実施地域 奈良県内市町村 

事業概要 
以下を実現するシステムを開発し、実証実験で効果を検証する 
・小規模自治体の防災担当者がＬアラートに情報を発信するための負荷を軽減する手法 
・外国人等の旅行者にＬアラートの情報を発信するための手法 

奈良県における住民及び旅行者を対象としたＬアラート情報伝達に関する実証事業 

日本語及び外国語を
音声データに変換

＜ライフライン事業者＞

大和ガス
（協力依頼中）

ライフライン
情報の発信

◆庁舎内

＜奈良県＞

Ｌアラートの情報を地図
等で表示し全体を把握

Ｌアラート

＜奈良県下市町村＞

PCで発信

スマホで発信

◆屋外

電話で依頼

クラウド型
情報発信システム

＜KCNコールセンター＞

電話連絡

クラウド型Ｌアラート情報提供システム

市町村からの情報
を代行して入力

◆人が少ない市町村

放送素材生成

＜近鉄ケーブル
ネットワーク＞

＜こまどりケーブル＞

L字・データ放送

L字・データ放送

＜スマホアプリ＞

多言語表示

避難所経路表示

テンプレート
選択式入力

スマホ・GPS対応

代行入力機能

PC・Web
ブラウザ入力

地図表示機能

（公共情報コモンズ）

防災情報
の発信

防災情報
の発信

対訳リスト

多言語対応

対訳リスト

対訳リスト
の同期

多言語に
置換 機械翻訳

テンプレート選択方式
で入力された情報

自由文入力で
入力された情報

外部の機械翻訳
サービス

情報提供APIを通
して、Lアラート
の情報を提供

共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
葛城モデル
・健康管理

増進支援サービス
・健康レシピ生成サービス
・買い物支援サービス

・防災情報提供サービス

＋

Ｌアラート情報
を連携

情報提供API

防災情報
の発信

地域に設置されたSTBから、
住民向けにLアラート情報を
配信

外部の機械翻訳サービ
スと連携して、訳語を
生成する

PC・Web
ブラウザ入力

＜Android STB＞

近畿日本鉄道
（協力依頼中）

奈良交通

外部の音声合成
サービス

＜ならどっとFM＞
＜ＦＭハイホー＞

Ｌアラート情報
の自動放送



提 案 者 
立命館大学、大阪市、大阪地下街、中央復建コンサルタンツ、クウジット、メタプロトコル、メディ
アプラットフォームラボ、日建設計総合研究所、位置情報サービス研究機構、西日本電信電話 

実施地域 大阪市(大阪駅梅田駅周辺地区)、東京都(東京駅周辺地区)、名古屋市(名古屋駅周辺地区、栄地区) 

事業概要 

Ｇ空間シティ構築事業で開発した地下街防災システムをＬアラートおよびＧ空間プラットフォームと
連携させるとともに、局所豪雨時の災害情報を近隣施設と連携して活用する地下街への浸水対策機能
により高度化して大阪地区で実証評価し事業化する。さらに東京地区と名古屋地区それぞれの街づく
り協議会と連携した普及活動事業を実施し、システムの全国への普及・展開を図る。 

Ｇ空間地下街防災システムの高度化・実証と普及・展開 

実証事業と普及・展開事業から構成 Lアラート含む多メディアで近隣防災センターが連携 

radiko 
実証実験

プラット
フォーム 

Ｇ空間防災システム 
★実証事業
 

★普及展開事業②
実証フィールド：
名古屋駅・栄地区 

地下街 

★普及展開事業①
実証フィールド：

東京駅周辺地下街 

大阪エリア 

名古屋エリア 

東京エリア 

★普及展開事業 
その他エリ

ア 
（全国）

NPO LISRA 
NTT西名古屋支店 

日建設計総合研究所

日建設計総合研究所

実証フィールド：大阪駅地下街

仕様・公開アプリ・ 
ガイドライン 

Lアラート 
（災害情報共有システム） ★東京駅周辺高精度測位社会

プロジェクト検討会と連携 

★大阪市地下空間浸水対
策 
協議会と連携して遂行 

IP ラジオ 
配信プラットフォーム

立命館大学
クウジット 

メタプロトコル

Ｇ空間プラットフォーム 

人流情報
雨量計情報

IPカメラ 

中央復建ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 

★名古屋駅地区街づくり
協議会等と連携 




